
 

研 究 部 だ よ り 
令和３年１月号  

事務職員会研究部 

 

 

 

  

寒い日が続きますが､皆様いかがお過ごしでしょうか。今年度は、例年とは異なる教育環境となり

忙しさが増したことと思います。これから年度末を迎えますが、健康第一で乗り越えましょう。11

月には皆様にご協力いただき、全体会を行うことができました。研究部では、事務をつかさどる事

務職員として、これからの事務職員のめざす姿について研究を重ねていきます。本年度も研究部活

動にご協力いただきありがとうございました。 

事務職員会全体会 

～ 基 調 提 案 ～ 

全体会では今年度の重点である「専門性」と「役割」について提案しました。研究部では、「専門

性」とは「行政職員としての専門性」と「学校職員としての専門性」という２つの専門性を併せ持

っていると考えました。今まで事務職員の努力目標とも言えた「目指す姿」が、「従事する」から

「つかさどる」に改正されたことで、「他者から求められる姿」として明示されました。教員が大多

数を占める「学校」という組織において、唯一の総務・財務に通じる行政専門スタッフとして、「教

育職とは異なる専門性」が求められています。行政職としての視点から関わり、より広い視点に立

って学校のマネジメント機能を十分に発揮させ、教育の質の向上に貢献していくことが求められま

す。この役割を果たすためのポイントとして、「マネジメント機能としての学校事務」、「行政職の視

点」、「つなぐ（ハブ）機能」の３点を取り上げました。 

私たち事務職員は、教員とは異なる角度から教育を担う立場にあることを認識し、支え、助ける

存在ではなく、教員と共に教育を考え、創る存在であるという意識をもって、明日への実践、取り

組みにつなげていきましょう。 

～ グループワーク意見紹介 ～ 
・他の人の考えや気づきを直接聞くができた。清水区と葵・駿河区との学校財務への関わり方の違

いについては静岡市にとって大きな課題だと思う。 

・先生方や、保護者の方へ書類を配布・作成してもらう際のポイントを聞き参考になった。普段、

他支部の方と話す機会があまりないので勉強になった。 

・校種や学校規模ごとの色々な話を聞き大変参考になった。教員と話をする事で、足りないものや

必要なものが見えてくる事を学んだ。学校保健特別対策事業費で購入したものなど具体的な情報

も聞けて良かった。 

・仕事への取り組み方に驚いた。起案文書へのチェック意識等、１つ１つの業務の完璧さに驚き、

先輩方のような仕事をしていきたいと思った。 

 



令和２年度 活動報告 

今年度より新たに第２期活動プランがスタートしました。 

第２期活動プランは、第１期活動プランに引き続き、今後５年間の活動の指針となるものです。年

度ごと研究の重点を個別に考えるのではなく、総合的に捉えていただくため、新たに活動プランの

イメージ図を作成し、クリアフォルダーとして配布しました。 

全体会では、「学校事務職員の専門性と役割」をテーマに提案を行いました。講話やグループワー

クを行う中で、普段無意識に行っていることを、意識し、価値付けし直すことで、専門性や役割に

対する自覚と意識が高まったのではないでしょうか。 

私達事務職員が「子どもの豊かな育ち」を実現するためには、学校経営への関わり方について考

え、実践し、創造していく事が重要です。研究部では今後も、「学校事務」の理想の姿を、活動プラ

ンの切り口に沿って提示していきます。 

令和３年度 研究の重点「財務マネジメント」 

来年度は、活動プランの２年目である「財務マネジメント」について研究を行います。 

学校には、市費、預かり金、負担金、助成金など、異なる目的を持つ会計が存在し、その種類も学

校によって異なります。皆さんは、自校の会計やその使途についてどの程度把握していますか？ 

事務職員は、学校組織で唯一の財務に通じる専門職です。他の教職員との適切な業務の連携・分担

の下、その専門性を生かして、学校経 

営に参画することが求められています。 

学校が抱える課題や教育活動への理 

解をより一層深め、予算委員会の活性 

化や見通しある戦略的な予算運営を目 

指していくなど、主体的・積極的に財 

務マネジメントを展開し、教育の質の 

向上に貢献していきましょう。 

来年度も引き続き、研究部活動にご協力をお願いします。 

 

～県大会のご案内～  

令和３年度 県教育研究会 夏季研究大会  

「共同学校事務室」と「財務マネジメント」について (予定)  

 日時 令和３年７月２９日（木）午後   会場 静岡市民文化会館 

 皆様のご参加、ご協力をよろしくお願いします！ 


